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研究機関：広島大学 

研究課題名   漢方医学教育における舌診の習得のためのプログラム構築 

研究責任者名  広島大学病院 漢方診療センター 教授 小川 恵子 

研究期間       許可日～2026 年 3 月 31 日 

対象者 

 2022 年 8 月から 2024 年 3 月の間に、広島大学病院総合内科・総合診療科および三重大学附

属病院漢方医学センターを受診し漢方治療をされた患者さん。 

意義・目的 

 漢方薬を処方する際、舌の形態、苔の性状を評価する「舌診」によって体の状態を把握します。

しかしながら、その技術習得は難しく、経験を積んだ漢方医の外来に陪席が必要です。漢方医学診

察に習熟した医師が不在の施設では、研修医や医学生が身に着けることは難しいものの、ある程度

はパターンを学習することが可能です。本研究では、患者の舌画像を収集したデータベースを用い

て、経験を積んだ漢方専門医の診断を機械学習させ、基本的な舌診の AI 診断を可能とし、最終的

には、舌診を習得できるシステムを構築することを目的とします。 

方法 

 本研究は、診療で撮影した舌画像、診療録（年齢、性別、バイタルサイン、現症、既往歴、家

族歴、現病歴、治療経過）情報を調査して行います。広島大学病院、三重大学附属病院にて収集し

たデータから氏名や住所などの個人が特定できる情報を削除し、誰の情報か分からないよう加工し

たデータを SSD に保存し、広島大学に集積して解析します。千葉大学では現在診療に用いている

撮像アプリケーションの開発を継続して行います。 

研究実施体制 

 研究代表機関・研究代表者 

 広島大学病院 漢方診療センター 教授 小川 恵子（機関の長：田中純子） 

 共同研究機関・研究責任者 

 三重大学附属病院 高村光幸（機関の長：池田智明） 

 千葉大学大学院融合科学研究科 津村徳道 
試料・情報の管理責任者 

 広島大学担当理事 田中純子 

個人情報の保護について 

調査内容につきましては、プライバシー保護に十分留意して扱います。情報が個人を特定する形

で公表されたり、第三者に知られたりするなどのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご安心

ください。また本研究で収集した舌画像は、今後新たに計画・実施される研究で使用される可能性

がありますが、その際も個人が特定できる形で使用されることはありません。また、改めて倫理審

査委員会で承認された後に使用させていただきます。 

研究に資料を提供したくない場合はお申し出ください。お申し出いただいても不利益が生ずるこ

とはありません。 

問合せ・苦情等の窓口 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3   

Ｔｅｌ：082-257-1921     

広島大学病院漢方診療センター 職名 助教 河原 章浩 


